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事
務
総
局
人
事
な
ど
承
認

ひらかれた全仏理事会

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
は
、
去
る
五
月
二

十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
多
理
事
長
の
三
帰
三
文
唱
和
、
挨
拶
に
つ

づ
い
て
議
長
に
本
多
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委

貝
に
板
垣
隆
寛
、
小
沢
照
禧
の
両
師
を
選
ん
で

議
事
を
開
始
し
た
。

　
議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
人
事
移
動
の
承
認

を
求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
総
長
に
藤

原
知
徳
、
文
化
部
長
に
川
島
宏
之
、
時
局
対
策

部
長
に
剛
山
浩
義
の
各
師
就
任
が
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案
を

承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
七
年
度
歳
入
歳
出

決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
藤
原
事
務
総
長
、
中
村
財
務
部
長
か
与
説
明
。

神
野
真
一
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、
事

務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
四
号
「
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会

（
仮
称
）
設
置
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
総
局
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
委
譲
会
の
設
置
を
承
認
。

　
議
案
第
五
号
「
加
盟
団
体
負
担
金
の
減
免
申

請
受
理
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
藤
原
事
務
総
長
、
中
村
財
務
部
長
か
ら
説
明
。

加
盟
団
体
は
、
負
担
金
を
納
入
す
る
義
務
を
負

う
と
い
う
理
解
を
深
め
る
努
力
を
事
務
総
局
で

続
け
る
こ
と
を
前
提
に
、
今
回
は
特
例
と
し
て

減
免
申
請
の
受
理
を
承
認
し
た
。

・
議
案
第
六
号
「
同
和
委
員
会
よ
り
理
事
会
に

提
出
さ
れ
た
要
望
書
の
取
り
扱
い
の
件
」

　
那
須
組
織
局
長
な
ら
び
に
鷲
山
同
和
委
員
長

か
ら
説
明
。
要
望
書
の
趣
旨
に
そ
い
、
事
務
総

局
に
お
い
て
積
極
的
に
具
体
案
を
検
討
し
、
理

事
会
と
相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
報
告
事
項

①
ル
ン
ビ
ニ
i
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
実
行

委
学
会
報
告

②
税
務
委
貝
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
3
0
回

　
第
三
〇
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
京
大
会
は

今
秋
十
月
二
十
七
、
八
の
両
日
、
池
上
本
門
寺

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
す
で
に
決
定

し
て
い
る
。

　
去
る
六
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館

会
議
室
で
大
会
準
備
小
委
員
会
が
開
か
れ
、
内

容
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
ず
テ
ー
マ

は
、
「
釈
尊
の
教
え
を
現
代
に
生
か
そ
う
1
全
一

仏
教
運
動
の
反
省
と
推
進
1
」
と
す
る
こ
と
が 全

冊
大
会
の
テ
ー
マ
き
ま
る

決
ま
っ
た
。

　
次
に
部
会
に
つ
い
て
は
、
五
つ
位
の
部
会
を

設
け
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
さ

ら
に
記
念
行
事
と
し
て
、
若
者
を
対
象
と
し
た

弁
論
大
会
を
開
催
し
て
は
、
と
い
う
案
が
出
さ

れ
た
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
幹
事
会
を
開

い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

③
同
和
委
員
会
報
告

④
第
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
3
）
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
大
会
開
催
に
つ
い
て

⑤
第
三
＋
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催
に
つ
い

て⑥
韓
国
仏
教
肝
玉
協
議
会
主
催
「
花
ま
つ
り
」

参
加
報
告

⑦
参
議
院
議
貝
選
挙
に
つ
い
て

　
担
当
各
局
部
長
か
ら
報
告
。
特
に
「
税
務
委

貝
会
報
告
」
に
対
し
て
は
、
出
席
者
か
ら
多
数

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

事
務
総
長
に
藤
原
師

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
…
局
内
人
事
：
・
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
6

事
務
総
長

事
務
次
長

国
際
文
化
局
長

国
際
文
化
局
長

時
局
対
策
部
長

組
織
部
長

文
化
部
長

　
本
年
度
か
ら
、

部
）
等
に
伴
い
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
原
知
徳

龍
山
哲
成

北
山
宏
明

川
井
匡
俊

剛
山
浩
義

杜
多
茂
夫

川
島
宏
之

5556665
13　1　　13　24　24　24　26

新異国新羅新異
国動任任任任動

　
　
　
　
　
　
　
部
長
一
名
増
員
（
時
局
対
策

　
　
　
　
　
　
　
右
記
の
よ
う
な
人
事
異
動
が

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
新
任
の
局
長
・
部
長

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

…
救
援
物
資
を
ど
う
ぞ
…

…
　
　
　
日
本
海
地
震
の
両
県
へ
　
…

　
去
る
五
月
二
十
六
日
の
日
本
海
中
部
地
震
で

青
森
・
秋
田
の
両
県
を
中
心
に
多
大
の
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
仏
で
は
被
災
地
の
方
々
へ
、
救
援
物
資
送
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付
の
仲
介
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
各
加

盟
団
体
も
し
く
は
読
者
の
方
で
、
救
援
物
資
を

送
る
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
時
局
対
策
部
ま

で
ご
連
落
下
さ
い
。
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
援
助

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
財
務
手
引
書
」

会
計
書
類
及
び
帳
簿
に
つ
い
て
、
一
年
間
の
現

金
の
動
き
を
簡
単
に
記
帳
し
書
類
化
す
る
手
順
，

を
記
し
て
い
る
。

　
「
財
務
手
引
書
二
　
寺
院
の
源
泉
徴
収
事
務
」

は
、
住
職
等
の
給
与
所
得
税
源
泉
徴
収
事
務
の

仕
組
み
と
取
扱
い
方
法
を
述
べ
て
い
る
。

　
今
回
出
来
上
っ
た
の
は
こ
の
二
冊
’
で
、
税
務

委
員
会
で
は
さ
ら
に
、
寺
院
の
収
益
事
業
を
内

容
と
し
た
「
財
務
手
引
書
三
」
の
編
集
を
進
め

て
い
る
。

　
時
局
対
策
部
で
は
、
こ
の
小
冊
子
を
無
料
で

二
仏
加
盟
の
全
寺
院
へ
、
都
道
府
県
仏
教
会
の

代
表
者
を
通
じ
て
配
布
す
る
意
向
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
始
ま
る

　
税
務
委
員
会
が
昨
年
か
ら
編
集
に
当
た
っ
て

き
た
「
財
務
手
引
書
」
が
い
よ
い
よ
完
成
し
、

今
月
か
ら
配
布
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
「
財
務
手
引
書
」
は
、
近
来
き
び
し
さ

を
増
し
て
き
た
各
寺
院
に
対
す
る
税
務
当
局
の

指
導
を
ふ
ま
え
、
多
少
で
も
個
々
の
住
職
方
の

．
参
考
に
な
れ
ば
と
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
作
成
さ
れ
た
も
の
。

　
　
「
財
務
手
引
書
一
　
寺
院
の
会
計
事
務
」
は

宗
教
法
人
が
備
え
付
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

仏跡巡拝

参加呼びかけ

　
第
＋

四
回
世

界
仏
教

徒
会
議（
W
F

B
）
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
大

会
が
、

来
た
る

＋
二
月

に
開
催
さ
れ
る
の
に
あ
た
り
、
全
仏
で
は
一
人
で

も
多
く
の
方
が
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
「
世

界
仏
教
徒
会
D
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
会
と
バ
リ
島
・

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
仏
跡
巡
拝
の
旅
」
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ア
；
は
、
十
二
月
三
日
に
成
田
を
出

発
し
、
翌
四
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
W
F
B
大
会

開
会
式
に
出
席
、
以
後
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
観

光
、
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
観
光
、
さ
ら
に
バ
リ

島
で
の
休
日
を
楽
し
ん
で
、
九
日
に
帰
国
す
る

も
の
で
す
。
費
用
は
二
六
万
八
○
○
○
円
、
定

詰
は
五
〇
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
五
言
国
際
部
も
し
く
は
、

日
本
旅
行
赤
坂
海
外
旅
行
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都

港
区
赤
坂
一
－
六
－
一
九
、
〇
三
－
五
八
六
－

四
六
三
一
）
仏
教
デ
ス
ク
ま
で
。

本
誌
の
転
載
に
つ
い
て

　
最
近
、
加
盟
団
体
の
機
関
紙
誌
等
に
、
本
誌

の
記
事
が
転
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
「
法
律
相
談
室
」
等
、
税
務
に
関
す
る

記
事
の
転
載
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
本
誌
を
転

載
す
る
場
合
は
、
次
の
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
雪
仏
文
化
部
ま
で
、
転
載
す
る
旨
、
ご
連
、

絡
下
さ
い
。

　
②
転
載
紙
誌
を
、
全
仏
文
化
部
宛
に
お
寄
せ

下
さ
い
。

　
③
転
載
さ
れ
ま
し
た
記
事
に
つ
い
て
は
、
各

紙
誌
に
そ
の
旨
、
明
記
下
さ
い
。
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「
老
い
る
こ
と
は
苦
し
み
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
2
1
日

　
第
十
六
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
左
記

の
通
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
　
”
老
い
る
こ
と
は
苦
し
み
か
”

　
日
　
　
時
　
十
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前

　
　
　
　
　
　
十
時
～
午
後
四
時

日
本
学
士
会
館

　
場
　
　
所
　
日
本
学
士
会
館
（
東
京
・
神

　
　
　
　
　
　
田
）

　
基
調
講
演
　
中
村
元
（
東
方
学
院
々
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
　
奈
良
康
明
（
駒
沢
大
副
学
長
）
、

　
　
　
　
　
　
早
川
一
光
（
京
都
・
堀
川
病

　
　
　
　
　
　
院
副
院
長
）
、
そ
の
他

総
合
司
会
　
武
藤
義
一
（
埼
玉
工
大
学
長
）

　
本
年
度
は
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
社

会
の
中
で
、
仏
教
は
「
老
」
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
く
の
か
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
医
師
を
ま
じ
え
て
討
議
し
て
ゆ
く
予
定

で
す
。

　
昨
年
同
様
に
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い

う
形
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
方
が
ご
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

「
幸
福
な
死
に
方
と
は
」

　
　
　
　
　
　
　
前
回
文
化
会
議
の
記
録

　
昨
秋
開
催
さ
れ
た
、
第
十
五
回
日
本
仏
教
文
化

会
議
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
記
録
し
た
『
幸
福
な
死

に
方
と
は
』
が
、
好
評
な
売
れ
ゆ
き
を
見
せ
て
い
る
。

　
こ
の
五
月
十
六
日
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
が
、

発
行
元
の
平
凡
社
（
東
京
千
代
田
区
三
番
町
）

で
は
、
す
で
に
増
刷
を
決
め
て
い
る
。
全
仏
で

は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
本
を
購
読
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
送
料
を
当
会
負
担
で
希
望

者
に
お
求
あ
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
定
価
九
八
○
円
。
全
仏
文
三
部
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
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r74　一　曜や騨　　“」蛎・一　一　　9

4ん　　　、　　　　　俸　　、　　‘乞　4
碧



r

　r一
「・　　　「，

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和58年7月1日

◇
＄
＄
＄
＄
＄
審
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
参
審
参
＄
＄
参
＄
＄
＄
魯
＄
参
＄
＄
＄
審
＄
＄
＄
＄
＄
魯
◇

鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

⑲⑭⑱⑭⑫⑲鈴⑲鈴⑱⑲

各
宗
か
ら
1
9
入
力
参

◇
＄
＄
魯
魯
＄
＄
＄
参
参
＄

　
同
和
委
三
会
で
は
、
去
る
五
月
三
十
、
三
十

一
の
両
日
、
奈
良
県
御
所
市
と
桜
井
市
の
被
差

別
部
落
で
現
地
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
本

年
度
第
二
回
の
委
貝
会
と
兼
ね
て
行
っ
た
も
の

で
、
各
宗
派
か
ら
十
九
人
の
同
和
委
員
が
参
加

し
た
。

　
三
十
日
の
午
後
、
一
行
は
ま
ず
御
所
市
の
西

清
原
住
職
の
話
を
聞
く
各
委
員

　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
n
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
＄
＄
＄
魯
魯
＄
＄
＄
＄
魯
◇

光
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
で
、
清
原
警
世

住
職
か
ら
、
同
師
の
叔
父
に
当
た
る
西
光
万
吉

に
つ
い
て
講
演
を
聞
い
た
。

　
「
水
平
社
宣
言
」
の
起
草
者
で
あ
る
西
光
万

吉
は
、
こ
の
寺
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
凸

学
生
時
代
か
ら
き
び
し
い
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
、

画
家
に
な
る
夢
も
断
た
れ
て
し
ま
う
。

　
日
本
各
地
で
米
騒
動
が
起
き
た
大
正
七
年
頃
、

万
吉
は
、
同
じ
部
落
の
青
年
十
五
・
六
人
と
、

「
燕
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
活
動
を
始
め
る
。

こ
れ
が
や
が
て
、
大
正
十
一
年
の
水
平
社
創
立

へ
と
発
展
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
西
光
寺
は
水
平
社
前
史
の
中

で
、
そ
の
中
心
的
役
割
り
を
果
た
し
て
き
た
と

も
い
え
る
。
本
堂
の
前
に
は
、
「
人
の
世
に
熱
あ

れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
と
き
ざ
ま
れ
た
万
吉
の

石
碑
が
立
っ
て
い
た
。

　
清
原
住
職
の
熱
の
こ
も
っ
た
話
し
っ
ぷ
り
に
、

各
委
貝
は
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
一
行
は
こ
の
後
、
国
民
宿
舎
「
大
和
路
」
で

同
和
委
員
会
を
開
い
た
（
別
記
）
。
終
了
後
、
本

願
寺
派
同
朋
運
動
本
部
が
製
作
し
た
「
夕
焼
の

道
」
と
い
う
映
画
を
鑑
賞
し
た
。
こ
れ
は
、
被

差
別
部
落
の
寺
院
に
生
ま
れ
た
青
年
と
、
彼
が

結
婚
し
た
女
性
教
諭
の
解
放
運
動
を
記
録
し
た ⑫⑭鈴⑱鈴⑱⑭⑫⑲⑱⑫

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。

　
二
日
目
は
、
真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺

近
く
の
被
差
別
部
落
へ
。

　
部
落
内
の
道
は
せ
ま
く
、
急
な
石
段
の
両
側

に
家
々
が
密
集
し
て
い
た
。
初
瀬
隣
保
館
で
は
、

館
長
か
ら
こ
の
地
区
の
現
況
一
就
業
、
住
宅
、

さ
ら
に
祭
り
な
ど
宗
教
問
題
に
つ
い
て
も
、
説

明
を
受
け
た
。

　
出
席
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

鷲
山
景
住
、
蓮
池
瑞
旭
、
藪
光
龍
、
近
藤
覚
玄
、

中
村
秀
雄
、
久
保
井
恭
彦
、
長
谷
川
正
徳
、
富

川
孝
恭
、
久
住
謙
是
、
善
村
一
観
、
大
橋
良
忠
、

梨
蓄
電
栄
、
橘
了
法
、
鈴
木
道
男
、
竹
田
英
宣
、

山
北
光
彦
、
草
聖
雅
、
田
代
弘
興
、
近
藤
玄
鶴

第
二
回
同
和
委
員
会

　
第
二
回
同
和
委
員
会
は
、
五
月
三
十
日
午
後

五
時
か
ら
、
奈
良
県
の
国
民
宿
舎
「
大
和
路
」

の
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　
最
初
に
今
秋
、
比
叡
山
で
開
催
さ
れ
る
「
第

三
回
同
和
研
修
会
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

期
日
は
、
九
月
十
三
、
四
の
両
日
と
い
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
異
宗
派
内

の
差
別
の
事
実
を
お
互
に
厳
し
く
糾
す
場
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

詳
細
に
つ
い
て
次
回
の
委
譲
会
で
検
討
す
る
こ

真
理
外
の
真
理
結
衆

　
　
　
　
　
　
　
八
月
一
一
十
四
日
に
開
催

　
真
理
舎
で
は
、
来
た
る
八
月
二
十
一
日
、
「
第

五
回
神
田
寺
真
理
結
着
」
を
開
催
す
る
。

　
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
置
で
の
日
程
で
、

友
松
諦
道
主
管
を
は
じ
め
、
金
岡
秀
友
、
玉
城

と
に
な
っ
た
。

　
次
に
、
五
月
二
十
六
日
の
理
事
会
へ
提
出
さ

れ
た
要
望
書
に
つ
い
・
て
、
鷲
山
委
員
長
か
ら
、

特
別
理
事
者
会
の
設
置
を
含
め
た
四
項
目
の
要

望
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

次
回
の
研
修
会
テ
ー
マ

　
第
三
回
同
和
委
貝
会
は
、
六
月
十
六
日
午
後

一
時
か
ら
明
蕪
会
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　
ま
ず
、
前
回
の
委
員
会
に
引
き
続
き
、
九
月

十
三
、
四
の
両
日
開
催
さ
れ
る
研
修
会
の
内
容

が
話
し
合
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
「
仏
教
徒
の
行
動
」
、
サ
ブ
テ
ー

マ
は
「
自
ら
の
部
落
差
別
の
事
実
を
獲
る
」
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
基
調
講
演
の

講
師
は
、
長
野
県
同
和
教
育
委
員
会
事
務
局
長

の
中
山
英
一
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、

事
務
局
で
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
に
、
前
回
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
要
望

書
の
、
特
別
理
事
者
会
の
設
置
の
件
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
「
一
度
、
理
事
と
同
和
委
貝
会
と

の
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て
は
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
、
事
務
局
で
具
体
案
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
一
環
と
し
て
、
理
事

に
対
し
て
同
和
研
修
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

康
四
郎
、
松
原
泰
道
、
昼
間
光
威
の
各
師
が
講

話
を
行
う
。
ま
た
坐
禅
指
導
や
討
議
も
行
わ
れ

る
。
参
加
費
は
三
千
五
百
円
、
定
離
五
〇
人
。

　
参
加
希
望
者
は
、
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田

三
一
四
－
一
〇
、
神
田
寺
（
〇
三
一
二
五
一
一

八
六
八
三
）
ま
で
。

一4一
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天
台
座
主
　
　
　
山
　
田
　
恵
　
諦

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
　
主
大
　
谷
　
光
　
真
総
　
長
豊
　
原
　
大
　
潤
総
　
務
藤
　
岡
　
義
　
昭
　
　
同
　
　
臼
　
谷
　
周
　
暎
　
　
同
　
　
黒
　
山
　
秀
　
行
　
　
同
　
　
武
　
野
　
以
　
徳
　
　
同
　
　
平
　
林
　
暁
　
祐
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
本
願
寺
門
前
町
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
　
五
　
辻
　
實
　
誠
参
　
務
細
　
川
　
信
　
元
　
　
同
　
本
　
間
義
博
　
　
同
　
　
藤
　
原
　
　
　
俊
　
　
同
　
　
木
　
越
　
　
　
樹
　
　
同
　
　
高
　
浜
　
純
　
雄
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
り
七
条
上
ル
常
葉
町
七
五
四
〒
鋤
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

≡ 昭

ヨ
．
［

天
台
宗
務
庁
宗
務
総
長
清
　
田
　
寂
　
円
鯵
務
部
記
田
　
中
　
耕
　
順
鯵
務
部
踏
池
　
月
　
孝
　
文
鯵
会
部
踏
北
　
角
　
円
　
澄
鯵
学
部
脇
神
原
彰
敬
総
務
室
長
即
　
真
　
尊
　
寵
大
津
市
坂
本
本
町
一
七
七
一
－
一
〒
自
尊
〇
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

■
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浄
土
宗
宗
務
庁
浄
土
門
ギ
王
　
　
藤
　
　
井
　
　
害
只
　
雁
心
宗
務
総
長
武
　
田
　
商
彦
宗
　
務
　
庁
　
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
　
〒
備
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
東
京
事
務
所
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
　
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
六
）
三
三
五
一

一
一
一
〇

卍
一
＝

ヨ
．
［

総
本
山
金
剛
峯
寺
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
御
町
郭
大
法
会
事
務
局
座
　
　
主
管
　
長
森
　
　
　
寛
　
紹
総
　
　
裁
執
行
長
宗
務
総
長
　
阿
部
野
　
竜
　
正
総
　
　
監
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
〒
㎜
囎
〇
七
三
六
五
（
六
）
二
〇
一
一

■
回
一
＝
．
二
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壷
漿
宗
大
本
山
萬
福
寺
管
　
長
村
　
瀬
　
玄
　
妙
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇

五
宗
総
本
山
四
天
王
寺
管
　
長
出
　
口
　
常
　
順
執
事
長
森
　
田
　
禅
　
朗
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
－
一
八
〒
鵬
　
〇
六
（
七
七
一
）
○
〇
六
六

一
一
一
一

真
言
宗
国
分
寺
派
大
本
山
国
分
寺
管
　
　
長
座
　
主
西
　
口
　
公
　
教
大
僧
正
宗
務
総
長
　
足
　
立
　
有
　
教
寺
務
長
合
　
田
　
和
　
教
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
－
六
－
十
八
〒
謝
　
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七
㈹

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
草
寺
宗
務
総
長
大
　
森
　
亮
　
雅
東
京
都
台
東
区
浅
草
ニ
ー
三
－
一
〒
m
　
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

・
卍
≡

浄
土
宗
西
山
深
草
派
管
　
長
伴
　
　
　
義
　
台
宗
務
総
長
山
　
本
　
勝
　
隆
教
学
部
長
伊
　
藤
　
玄
　
法
本
山
部
長
青
　
木
　
義
　
恵
京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
〒
脳
　
〇
七
五
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺
講
　
有
西
　
村
　
日
　
地
京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
ル
　
　
　
　
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
－
一
〒
棚
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
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●
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信
貴
山
真
言
宗
朝
護
孫
子
寺
管
　
長
鈴
　
木
　
鳳
　
永
前
管
長
　
野
　
沢
　
密
　
厳
宗
務
長
　
田
　
中
　
真
　
瑞
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
○
一
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

愛
知
県
仏
教
会
会
　
長
木
　
村
　
正
　
範
副
会
長
宇
佐
美
　
諦
　
練
　
　
同
　
　
瀬
　
辺
　
淳
　
信
　
　
同
　
　
松
　
林
法
　
泉
名
古
屋
市
東
区
東
桜
二
⊥
六
－
五
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
屋
寺
内
〒
姻
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
　
中
　
山
　
寺
宝
塚
市
中
山
寺
二
i
十
一
一
一
〒
鰯
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

一
襯
口
｝

　
卍
≡

真
　
理
　
舎
主
　
管
友
　
松
諦
　
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
⊥
○
　
〒
期
　
〇
三
（
二
五
一
）
八
六
八
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二

ヨ
．
［
■
■
＝
一
．
二

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
長
山
　
本
　
道
　
隆
副
会
長
　
江
　
連
　
俊
　
則
　
　
同
　
　
河
　
野
　
古
冗
　
永
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
二
一
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
鰯
　
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
＝
二
八

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
山
　
本
　
　
　
杉
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
㎜
　
〇
三
（
九
一
〇
）
一
二
八
九

近
代
仏
教
研
究
会
理
事
長
　
壬
　
生
　
照
　
順
事
務
局
長
小
　
室
　
裕
　
充
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
－
十
七
－
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
蔵
院
内
〒
m
　
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八
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沖
縄
県
仏
教
三

会
　
長
藤
井
深
忍

副
会
長
糸
数
真
人

会
計
田
原
法
順

書
　
記
仲
尾
次
　
　
尚

沖
縄
県
那
覇
市
安
里
三
八

　
　
　
　
　
　
神
徳
寺
内

〒
鵬
　
〇
九
八
八
（
六
七
）
五
八
九
四

暑
中
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

沼
｛
駿
…
三
明
叩
馴

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

慮劃すれば約6珊騨の発筆おさ離賜
いまがネコソギ粒剤を買うチャンス〃　　いまがネコソギ粒剤を撒くチャンス〃

ネコソギ粒剤は安全で、水にとか　　ネコソギ粒剤は雑草の生える前か

す必要もなく、散布するだけの除　ら草丈20cmまでの時に散布すると

草剤です。いま3ケースお買上げ　最も効果があり、その上約6ヵ月

の方に広い墓地も楽々散布ができ　間雑草の発生をおさえますので、

る散粒機を進呈中〃　　　　　　　その間は雑草なし〃

ネコソキ徹灘3ケーネお賓上げの：方g職域鰭皐4

チャンス・チャンスセル

岬
．
馨

團　　　　　　仏にf1る心の皇階　　　　　　東京都中央区日本橋本町2－5〒103
　　レインボー薬品株式会社費03（241）4011郵便振替鯨559298

壽．　　　．

墜＝堕蜜團
《特長》●安全●氷なし●長く効く

国国嚇ギ
　　　　　■

　　　　臨

［囁鍮1藷）ヨ

＝智』翼
●速効●安全●無書

259　6包

3　用
　＿一　　《新発亮》

3
月傭ゾ

回 国錨

点火が筒単、半永久的に使用できる

「火宝」は、ご仏壇・お墓参りの御燈難訓マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色、お名前・ご

紋を入れる事も可能です。ご落慶・祭事・行事の記念品にもご利用下さい。

◎特　　長

1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずかなオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4，水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。

①　　一点火榛

@　　謡

@　　　　発火石本体

②
ド
i
勤

寺院用（軸が1m迄伸
長、ローソク火消し付）

定価2，800円

一般家庭用
定価1：言88禺1：1謂籠

　　　　　送料350円

お問合せ

お申込先 e株式鋪臼豊 東京都中央区日本橋浜町2一日一2　日本
橋中央ビル〒103費03（668）7811（大代）

一9一
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正浩長谷川
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〔
質
問
〕
拙
寺
は
檀
徒
百
八
十
の
山
寺
で

す
。
現
在
、
約
五
百
万
円
の
年
収
が
あ
り
、

住
職
の
月
給
を
二
十
万
円
に
し
て
所
得
税
を

収
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
宗
教
法
人
の
帳
簿

は
何
も
つ
け
て
い
な
い
し
、
伝
票
な
ど
も
残

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
税
務
署
か
ら
調

査
に
行
く
と
い
う
連
絡
を
受
け
、
困
っ
て
い

ま
す
。
期
日
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
拙
寺

は
、
収
益
事
業
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
県
・
K
寺
住
職
）

　
〔
回
答
〕
税
務
署
か
ら
、
調
査
に
行
く
と

い
う
連
絡
を
う
け
た
ら
、
第
一
に
、
住
職
の

時
間
の
空
い
て
い
る
と
き
に
決
め
て
も
ら
っ

て
下
さ
い
。
住
職
の
都
合
が
優
先
し
ま
す
か

ら
、
何
月
何
日
の
何
時
か
ら
、
何
時
ま
で
と
、

は
っ
き
り
申
し
出
て
下
さ
い
。
つ
ぎ
に
質
問

検
査
権
の
行
使
と
し
て
来
る
こ
と
を
確
認
し

（
そ
う
で
な
け
れ
ば
断
わ
る
こ
と
も
自
由
で

す
）
、
調
査
の
理
由
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

税
務
署
の
職
員
は
、
お
そ
ら
く
「
所
得
税
の

調
査
で
す
」
と
か
、
「
源
泉
税
の
調
査
で
す
」

と
か
説
明
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
も
っ
と
詳

し
く
聞
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
「
法
事
や
葬
式
代
が
住
職
の
所
得
に
な
っ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
」
と
か
、
「
法
人
と
個
人

の
生
活
関
連
費
の
配
分
が
不
都
合
だ
」
と
い

っ
た
よ
う
な
こ
と
ま
で
説
明
が
あ
れ
ば
、
調

査
に
あ
た
っ
て
の
心
が
ま
え
も
準
備
も
で
き

6
◎
－
一
早
り
1
9
？
ご
ワ
・

で
す
ね
。
き
ち
ん
と
し
た
帳
簿
（
単
式
簿
記

や
、
複
式
簿
記
）
は
っ
け
て
い
な
く
て
も
、

大
福
帳
や
、
ノ
ー
ト
に
、
自
分
な
り
の
覚
え

が
必
ら
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
な
い

と
い
う
方
は
記
憶
を
喚
起
し
て
下
さ
い
。
税

務
署
は
必
ら
ず
お
施
主
さ
ん
の
相
続
税
申
告

か
ら
、
お
寺
に
葬
式
代
と
し
て
い
く
ら
お
さ

め
た
か
の
資
料
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

れ
ら
の
資
料
と
大
幅
帳
や
ノ
ー
ト
の
記
帳
と

収
入
を
照
合
し
、
そ
れ
ら
が
寺
の
財
産
と
し

て
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
寺
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
住
職

個
人
の
所
得
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

税
務
調
査
へ
の
対
処
方
法

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
（
最
高
裁
の
判
決
は

一
般
的
に
調
査
理
由
を
説
明
す
る
必
要
の
な

い
旨
判
示
し
て
い
ま
す
が
、
下
級
審
の
判
決

や
学
説
の
多
数
説
は
、
調
査
さ
れ
る
者
の
私

的
利
益
と
の
関
連
で
説
明
を
必
要
と
す
る
と

き
が
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
）
。

　
そ
こ
で
、
仮
に
葬
式
代
が
住
職
の
個
人
所

得
か
ど
う
か
の
調
査
だ
と
し
ま
す
と
、
税
務

署
の
職
貝
は
、
そ
れ
ら
が
、
寺
の
収
入
と
し

て
き
ち
ん
と
寺
の
帳
簿
に
つ
い
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
こ
れ
を
見
せ
て
く

れ
と
要
求
す
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
貴

寺
で
は
帳
簿
は
つ
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

一
＄
三
三
＄
ー
ー
三
二
ー
ー
ー
ー
ー
審
」

　　

@　㎜

か
り
、
追
徴
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
大
福
帳
類
も
全
く
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
税
務
署
と
し
て
も

困
っ
て
し
ま
い
、
い
き
お
い
、
過
去
帳
や
檀

信
徒
名
簿
か
ら
、
寺
の
総
収
入
を
推
計
し
、

そ
こ
か
ら
住
職
個
人
の
所
得
を
推
計
す
る
と

い
う
方
法
を
採
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

「
過
去
帳
は
な
い
か
」
、
「
檀
信
徒
名
簿
は
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
税
局

で
は
「
過
去
帳
や
檀
信
徒
名
簿
を
安
易
に
み

せ
て
く
れ
と
は
い
わ
な
い
が
、
他
に
方
法
が

な
い
場
合
に
は
お
み
せ
戴
く
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
見
解
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ

ら
を
見
せ
よ
と
い
う
こ
と
は
宗
教
法
人
法
八

四
条
に
違
反
し
、
ひ
い
て
は
信
教
の
自
由
を

侵
す
も
の
だ
と
い
う
建
前
論
で
応
酬
し
て
も
、

帳
簿
が
全
く
な
い
と
す
れ
ば
、
税
務
署
も
ま

と
も
に
と
り
合
っ
て
は
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
貴
寺
は
年
間
五
百
万
円
の
収
入
が
あ
り
、

住
職
の
月
給
が
二
十
万
円
、
年
間
二
百
四
十

万
円
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
何
ら
か
の
資

料
で
五
百
万
円
の
年
収
を
証
明
す
る
努
力
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
す

れ
ば
、
年
間
二
百
六
十
万
円
の
寺
の
維
持
管

理
費
等
、
必
要
経
費
は
多
額
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
明
細
も
、
何
ら

か
の
方
法
で
真
実
だ
と
証
明
で
き
れ
ば
追
徴

を
う
け
る
こ
と
は
免
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

給
料
を
差
し
引
い
た
二
百
六
十
万
円
の
一
部

が
住
職
の
個
人
的
支
出
に
使
わ
れ
て
い
る
と

す
る
と
、
こ
の
分
に
つ
い
て
は
追
徴
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
住
職
個

人
が
単
独
で
応
対
す
る
こ
と
は
や
め
た
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。
税
務
署
は
一
つ
の
組
織

で
す
か
ら
、
納
税
者
も
組
織
で
も
っ
て
対
応

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
東
京
都
板
橋
区
の
仏
教

会
で
は
、
仏
教
会
の
税
務
委
員
が
五
、
六
名

で
応
対
す
る
と
き
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
全
会
で
は
、
こ
の
た
び
「
寺
院
の
源

泉
徽
収
事
務
」
と
「
寺
院
の
会
計
事
務
」
と

い
う
小
冊
子
を
発
行
し
、
全
寺
院
へ
お
届
け

す
る
こ
と
た
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
有
効

に
活
用
さ
れ
る
亡
と
を
期
待
し
ま
す
。

一10一
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大
乗
仏
教
の
起
源

Q
、
大
乗
仏
教
の
起
源
は
？
・

A
、
イ
ン
ド
の
各
地
に
分
裂
成
立
し
た
部
派

の
人
々
が
、
伝
統
や
遺
産
と
し
て
の
仏
陀
の

教
説
に
対
し
て
、
各
々
の
教
理
解
釈
、
い
わ

ゆ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
成
立
さ
せ
て
い
た
頃
、

人
格
と
し
て
の
仏
陀
を
仏
塔
崇
拝
の
形
で
信

仰
し
、
説
教
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
在
家
信

者
の
集
団
を
中
心
に
起
さ
れ
た
新
し
い
運
動

が
大
乗
仏
教
の
起
源
と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
紀

　
　
　
　
元
前
一
世
紀
の
こ
ろ
と
さ
れ
て

　
　
　
　
　
い
る
。
そ
の
人
々
は
仏
陀
と
同

　
1
．
　
じ
悟
り
を
目
標
と
し
、
仏
陀
と

　
　
　
淵

　
・
羅

　
怨
麗

法
身
の
直
り
の
現
わ
れ
の
一
人
に
過
ぎ
な
い

か
ら
、
衆
生
救
済
の
力
あ
る
仏
陀
は
三
世
、

十
方
に
数
多
く
存
在
し
、
有
力
な
菩
薩
は
仏

陀
の
慈
悲
の
代
行
者
と
し
て
崇
拝
の
対
象
と

も
な
り
、
こ
の
新
し
い
教
説
を
主
張
す
る
た

め
に
大
乗
経
典
が
編
集
さ
れ
、
そ
れ
等
を
含
■

め
て
北
伝
し
て
わ
が
国
に
達
し
た
の
だ
か
ら
、

日
本
の
仏
教
は
大
乗
仏
教
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
大
乗
仏
教
は
よ
い
讐
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
確
か
に
新
し
い
酒
を
新
し
い
皮
袋

同
じ
に
利
他
行
を
実
践
し
、
在

家
出
家
を
問
わ
ず
仏
陀
の
前
身

で
あ
る
菩
薩
に
準
ず
る
も
の
で

あ
り
、
従
来
の
出
家
僧
院
の
修

行
者
た
ち
を
小
乗
と
難
し
た
の

だ
と
い
わ
れ
る
。
信
仰
の
対
象

と
し
て
の
ゴ
ー
タ
マ
ブ
ッ
ダ
は

に
盛
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ

れ
を
伝
承
し
、
そ
れ
に
煩
珀
な
専
門
的
解
釈

を
与
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
大
乗
仏
教
興
起

の
精
神
と
合
致
し
続
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　
岩
波
書
店
は
最
近
「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

　
日
本
・
世
界
・
二
十
一
世
紀
」
な
る
書
物
を

発
行
し
、
四
百
五
十
名
ほ
ど
の
各
界
の
専
門

家
の
回
答
に
よ
っ
て
未
来
図
を
提
供
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
宗
教
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
は

五
つ
位
は
あ
る
が
、
解
答
者
に
仏
教
家
は
一

人
も
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
岩
波
書
店
に
だ

け
未
来
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
を
お
願
い

し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
こ
と
自
体

に
憂
慮
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
が
、
前
々
回

世
界
仏
教
徒
会
議
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
「
二

十
一
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
謳
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
大
乗
仏
教
の
起
源
は
単
な
る
伝
承
や
過
去

へ
の
礼
讃
だ
け
で
は
な
い
現
実
や
未
来
へ
の

実
践
の
力
を
持
っ
た
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

部
派
仏
教
と
い
う
か
ら
遠
い
昔
の
こ
と
と
な

っ
て
し
ま
う
が
、
宗
派
仏
教
と
言
い
か
え
て

見
た
ら
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
乗
仏
教
の
起
源
は
と

の
問
い
か
け
は
、
一
方
で
は
歴
史
的
事
実
の

学
的
解
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
大

乗
精
神
堀
起
し
の
実
践
に
連
な
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
」
と
い
う

仏
教
界
自
身
の
行
方
に
対
処
す
る
形
で
は
な

く
、
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
」
と
い
う
利
他
菩

提
心
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

昭和58年12月3日（土）～12月9日第14回WF8

ごあいさつ

　平素は全日本仏教会のため何かと多大の御支援、御協力

を賜わり厚くお礼申し上げます。

　さて第14回世界仏教徒会議インドネシア大会は本年12月4

日より5日間首都ジャカルタにて開催されることになりました。また

WFB（世界仏教徒連盟）本部、及びインドネシア仏教会の御

好意により、私は当大会の来賓として参加することとなりました。

　そこで、本会ではこの大会を記念して大会開会式参加後、

世界的なボロブドール仏教遺跡を巡拝し、南海の楽園といわ

れるバリ島をめぐるツアーを計画致しました。

　つきましてはこの絶好の機会に皆様多数お誘い合わせ、ご

参加下さるようお願い申し上げます。　　　’　　　合掌

　　　　　　　　　　　財団法人　全日本仏教会々長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子　日威

（財）全日本仏教会画一

旅行主催《ヨ薪獣行◎
　　　　　　　赤坂海外旅行・団体旅行センター
雪（03）586－4631㈹仏教デスク柳沢、小野鴨まで
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韓
国
花
ま
つ
り
へ
日
本
代
表
団

　　

@　

@
藤
原
事
務
総
長
ら
十
名
が
参
加

　
韓
国
の
花
ま
つ
り
（
仏
誕
節
）
通
称

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
去
る
五

月
二
十
日
、
首
都
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
全
仏
へ
は
、
韓
国
仏
教
宗
門
協
議

会
よ
り
正
式
の
招
請
が
あ
り
、
藤
原
事

務
総
長
以
下
十
人
の
代
表
団
が
参
加
す

る
た
め
、
十
九
日
成
田
を
出
発
し
た
。

　
二
十
日
は
、
午
前
九
時
半
か
ら
曹
漢

寺
で
大
法
会
が
厳
修
さ
れ
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
チ
ャ
ン
ダ
ナ
ン
ダ
師
を
は
じ
め
各

国
代
表
が
焼
香
、
境
内
に
は
色
と
り
ど

り
の
提
燈
が
数
多
く
飾
ら
れ
、
こ
の
行

事
の
盛
大
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

　
夕
方
、
五
・
一
六
広
場
で
、
韓
国
仏

教
宗
団
協
議
会
々
長
黄
玉
経
師
の
法
話

の
後
、
金
子
全
仏
会
長
の
祝
辞
を
藤
原

団
長
が
代
読
し
た
。
広
場
は
約
二
〇
万

人
の
信
者
で
埋
ま
り
、
「
南
無
釈
迦
牟
尼

仏
」
と
唱
え
な
が
ら
の
提
燈
行
列
が
、

夜
遅
く
ま
で
続
い
た
。

　
　
〔
写
真
は
提
燈
行
列
を
す
る
日
本

　
　
代
表
団
〕

美
事
霧
｛
局
　
録
茎
　
｛

　
　
◇
i
六
月
　
　
◇

二
日
　
正
力
松
太
郎
賞
受
賞
式
出
席

三
日
　
局
内
会
議

九
日
　
生
仏
大
会
準
備
委
員
会

　
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
月
　
　
第
二
九
〇
号

十
六
日

二
＋
日

二
±
二
日

二
＋
四
日

二
＋
八
日

同
和
委
員
会

税
務
小
委
貝
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

日
揮
連
理
事
会

局
内
会
議

法
律
相
談
室

発
行
人
　
藤
原
知
徳

編
集
人
　
川
井
匡
俊

　　　　　　　　　iは　　　　　　　　　iな

中村元・武藤義一・雲井昭善・佐伯真光・中村尚志・花山勝友・山折哲雄

全日本仏教会／国際仏教交流センター編

現場の医師と第一線の仏教者との歯に衣を着せぬ大　　　　　　　　■定価980円

　　討論！原始仏教り死生観や『往生要集』にみる日本

　　　人の死生観を基調にして、いま大きな社会問題になつ

　　　　　ている安楽死、がん告知、脳死の是非、ホスピス運

　　　　　　　動など現実の諸問題にどう仏教者は取組むべきか、死

四六判252ページ

者を弔うとともに病めるひとびとに励ましと慰めを

　　与えるのが、仏教者の本務ではないか、等々一50

　　　年先を目ざして仏教者に社会的行動を呼びかける。

題になつ

ホスピス運

取組むべきか、死

艶に励ましと慰めを

iではないか、等々一50
に社会的行動を呼びかける。

＊本書は当会文化部でも取扱っております。是非文化
部あてお申込み下さい。（代金後払い、送料当方負担）〒102

東京都千代田区三番町5
振替・東京8－29639

●
現
代
の
病
め
る
心
に
う
る
お
い
を
与
え
る
待
望
の
シ
リ
ー
ズ
■
定
価
各
1
、
8
0
0
円

畑
　
仏
の
美
と
影
青
①
観
立
・
礼
讃
　
好
評
発
含
．
中
⑪
経
典
の
荘
厳
　
　
8
月
刊
行

　
　
シ
リ
「
ズ
　
全
⑪
浄
土
へ
の
憧
れ
好
評
発
売
中
⑰
密
教
と
聖
な
る
山
日
月
刊
行

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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